
　　　　■人　口　5,134人　（－1,813人）　 3,321人　    　（－133人）　   3,188人　

　令和元年までの2年間です。この２年間の世帯数は88戸、人口では133人と急激に減少しています。

　その結果、現在は１人暮らしや核家族の増加が著しく、高齢者等の危機管理や空き家対策が重要であり、

　且つ大きな社会問題になっています。　

　　公民館では植田、睦合の動向を確認するため、昭和52年4月、40年後の平成29年12月、42年後の

　令和元年10月の世帯数と人口の変化を地域課の協力で確認しました。昭和52年から令和元年までの42

　年間で世帯数は154戸減少、人口では1,946人減少しています。しかし、注目すべき点は平成29年から

令和時代に向けての公民館事業
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　公民館長（兼）センター長　近　孝夫

　　４月１日に、我がふるさと出身の菅官房長官が新しい年号を「令和」と発表しました。 　

　　その後、令和の時代を象徴する新天皇が誕生し日本中が喜びに沸いた1年でした。

　　他方、秋田魁新報社が地域エコノミストの藻谷浩介氏の協力を得て、二つの指標が設定され平成29年

　時点で次世代再生能力が全国43位、親世代定着指数は全国47位、両指数が全国40位以下は本県だけで

　て、公民館は自主運営組織である運営協議会と各自治会との潤滑油的存在として、その任を全うする覚悟 　

　でありますので、今後とも御指導、御鞭撻の程宜しくお願いします。

　　　　　 昭和52年４月末日　（比較）　平成29年12月末日　（比較）　令和元年10月末日

　あり、他県に比べ人口定着率の低下による「少子化」が浮き彫りになり喫緊の課題であると新聞に掲載

　されました。

　【世帯数と人口の推移】

　　西公民館では安心安全のために、戸数減や人口減による難問等を解決すべく方向性を導くために、地域

　住民（自治会より選出）が主体となりワークショップ（昨年3回、今年5回）を実施しています。毎回60

　人前後参加し、活発な意見交換が行われています。さらに問題等を深掘りし、地域住民の安心安全に向け

　●地域の元気人！ 日ごろスポーツや趣味等で元気に活動している方々を紹介‼

　　　　■世帯数　1,101戸　（     －66戸）　1,035戸　　　（  －88戸）  　　 947戸

～ 偉人の言葉に学ぼう ～ 「幕末維新３６５ 言葉の知恵」より

●河井継之助 「進むときは人まかせ 退くときは自ら決せよ」
（人間の本当の器量は退くときに発揮される。）

●山岡 鉄舟 「力の及ぶ限りは 善き方に尽くすべく候」
（力の限り善くなるように努力せよ。）
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　ありがとうございました。来る年も、本年同様どうぞよろしくお願いいたします。　■事務担当：吉村

　◆第４回十文字バスケットボールフェスティバル　１２月１日（日） 西地区館 多目的ホール

　せめて新年を迎えるまでは穏やかな天候が続いてほしいですね。今年も皆さまには色々とお世話になり

　先日の大雪には驚かされましたね。降り始めの２日間で屋根の雪下ろしをするほど降るとは…。

　１２月も半ばとなり、地域の皆さまは何かとお忙しい毎日をお過ごしのことと思います。

　　小学生から社会人まで多くの参加者でにぎわい、幅広い年代のゲームが繰り広げられました！

 　◆交流センターまつり　１１月９日（土）　　西地区館　多目的ホール

 　◆創作館まつり １０月２７日（日）　十文字農家高齢者創作館 　　჉カラオケで楽しみました！

ごてんまりの阿部先生との交流

 　◆全国ごてんまりコンクール出品・見学　１０月２１日（月）本荘由利広域行政センター学習ホール

　

10月～12月の事業報告

 　◆ふるさと歴史探訪　１０月１日（火） 雄物川流域の河港を訪ね、角間川の旧本郷家見学、懇談会を実施

元気一杯ヒップホップダンス！ 　　　辻田与五郎さんの漫談で笑顔！ 射的遊びを楽しむ子供たち

　

　

　

　

　

　

　


